
 
 

 空手道の部  

 

１．種目・参加制限 

  （１）男子・女子団体組手      ３人制（選手登録５名まで。各校３チームまで） 

  （２）男子・女子団体形        ３人制（選手登録５名まで。各校３チームまで） 

  （３）男子・女子個人組手      １年の部・２年の部・３年の部（各学年６名まで） 

  （４）男子・女子個人形       １年の部・２年の部・３年の部（各学年６名まで） 

     

２．参加資格 

   (公財)全日本空手道連盟・高知県空手道連盟の会員登録をしていること。 

 

３．競技方法及び留意事項 

(公財)全日本空手道連盟競技規定および全国中学校空手道連盟・県中学校体育連盟 

   空手道専門部申し合わせ事項により行う。 

（１）  組手競技  

   ※メンホーには必ずメンホー用シールドを装着すること。 

      ① すべてトーナメント方式とする。（ただし，参加数によっては変更がある。） 

      ② 競技時間は１分３０秒間フルタイムとし，６ポイント差をもって終了とする。 

      団体組手では構成選手の「先取」による勝利を含め、勝敗及び総ポイント数で決

定し，勝敗の決しない場合は勝者決定戦を行う。勝者決定戦及び個人組手で勝敗

の決しない場合は判定により勝者を決定する。 

登録選手のオーダー変更は自由とし、２名で出場の場合は先詰めでなくてもよい。 

      ③ 安全具は，(公財)全日本空手道連盟指定のものを必ず着用する。 

女子：５点セット（メンホーⅥ・Ⅶ、赤・青拳サポーター，ボディープロテクター，

シンガード、インステップガード） 

      男子：６点セット（女子の安全具にファールカップを加えたもの） 

（２）  形競技  

※マスクなしで行う。 

①予選ラウンドはフラッグ方式とし、2 人同時演武、ブザーの合図で開始する。 

②ベスト 4 からは順位決定戦とし、得点方式により 1 回の演武で順位を決定する。 

③1・2 回戦は第 1 指定形（繰返し可）、3 回戦は第 2 指定形とする。4 回戦以降は

得意形とし、連続しなければ同じ形を使ってもよい。    

④順位決定戦においては得意形とし、連続しなければ同じ形を使ってもよい。 

※ただし、5 名以下の場合は予選ラウンドを行わず順位決定戦とし、形は第 1 指 

形とする。 

⑤同点の場合は再試合とする。その場合は同じ形を演武してもよい。（連続も可）。

演武する形は、すべて全空連形リストおよび得意形リストより選択すること。 

⑥団体戦も個人戦に準ずる。 

（３）空手道衣の左胸に次の基準で校名を入れる。（20cm×8cm 程度とし，色は黒色と

するが，スクールカラーの使用は認める。） 

（４）コート内における監督の服装は選手と同じ服装(空手道衣)または全空連指定ジャ

ージ、校名入りのトラックスーツとする。 


